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2010年11月8日
各　　位
ワン・ワールド・フェスティバル実行委員会事務局
特定非営利活動法人関西国際交流団体協議会
2010年度「ワン・ワールド・フェスティバル」
プログラム企画提案募集のご案内
謹啓　深秋の候　皆様いかがお過ごしでしょうか。
ワン・ワールド・フェスティバル実行委員会は、2010年度の「ワン・ワールド・フェスティバル（以下、ＯＷＦ）」を2010年２月５日(土)・６日（日）の２日間、大阪国際交流センターで開催します。それに伴い、プログラム企画案の募集を行います。
本フェスティバルでは、紛争、貧困など地球課題の深化についての対応と、地域社会における多文化共生社会づくりの必要性の増大、市民セクターのさらなる活性化、多セクター間の協働の促進など、今日社会の状況を反映した内容のもので構成し、子どもから大人まで市民一人ひとりが何ができるのかを考え、行動につなげることができるきっかけづくりの場となるように願っております。　
そのため、実行委員会の企画だけでなく、出展などで参加される団体の方とフェスティバルを共につくっていくものにしようと、企画案を募集いたします。来場者の視点に立ち、今まで国際協力に関心のなかった人が、少しでも関心をもつための第一歩となる内容を歓迎します。各団体が取り組む活動や下記のテーマを切り口としたＯＷＦならではの企画案を期待しています。ただし、団体紹介を主とするプログラムはご遠慮ください。
この機会にプログラム企画提案にご応募いただき、ＯＷＦを一緒につくっていただければと存じます。よろしくお願いいたします。
（記）
１．提案方法　        別添の用紙にご記入の上、FAX、E-mail、郵送でご返信ください。
２．企画の内容          （１）環境をテーマとするプログラム
　　　　　　　　       　　　　 （２）国際理解教育・開発教育の取り組み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）異文化理解をテーマとするプログラム
　　　　　　　　        　　　　（４）保健医療、緊急援助、食糧・飢餓をテーマとするプログラム
　　　　　　　　        　　　　（５）人権、平和、難民、多文化共生をテーマとするプログラム
（６）スタディツアーやボランティアなど人材育成の取り組み
（７）農村開発、農業・漁業・技術支援をテーマとするプログラム
（８）教育をテーマとするプログラム
（９）企業や行政など多セクターとの連携

（10）社会起業家やソーシャルビジネスなど国際協力の新しい取り組み
３．応募資格

　下記のいずれかの説明会に必ずご出席ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　※関西から遠方の団体の場合は説明会に代えて個別に対応しますので、事前にご相談ください。

第１回　１１月２１日（日）１４時００分～１６時００分
第２回　１１月２５日（木）１８時３０分～２０時３０分

第３回　１２月　１日（水）１８時３０分～２０時３０分
※15分前から受付　説明会の初めからご参加ください。

＜内容＝フェスティバルの概要説明（30分）、出展要項・出展料・レイアウトの説明（50分）

提出書類の配布と説明（20分）、質疑応答（20分）＞
４．応募方法

説明会応募エントリーフォーム

https://ssl.form-mailer.jp/fms/715b2885126805
５．説明会申込み締め切り
２０１０年１１月２０日（土）





*プログラム企画書提出締切日：2010年12月1日(水)18時(必着）
６．応募・問い合わせ先   ワン・ワールド・フェスティバル実行委員会事務局
特定非営利活動法人関西国際交流団体協議会内（担当:河合、荒木）
〒552-0021大阪市港区築港２丁目８－２４　pia ＮＰＯ２階
TEL 06-4395-1124 FAX 06-4395-1125

専用TEL 080-6130-2605　E-mail onefes@interpeople.or.jp   
http://www.interpeople.or.jp/owf
７．応募後の流れ 　（１）１１月中旬～１２月１日 説明会参加・事務局まで企画案の提案
（２）１２月２日～１０日　　 実行委員会での選定
採用された企画案を実行委員会と提案団体で調整
（３）１２月１１日(土)　　　 企画の確定
　　　　　　　　　　　　　※日時、会場等の都合により、お断りする場合があります。
８．公募プログラム実施における経費の負担について
　　フェスティバル開催にあたり、活動紹介展に参加する団体・機関の出展料、プログラム実施団体の参加費、分担金、協賛金、参加費等を財源としています。フェスティバルの継続的な開催のため、ご理解いただき、ご協力をよろしくお願いいたします。
（１）実行委員会の負担　
会場使用料（基本の音響設備費を含む）
（２）実施団体の負担
①参加費＝１プログラム　５,０００円　
②付帯設備費（追加のマイク、映像機器、会場設備費など）、講師謝金、通信運搬費、印刷製本費、材料費、消耗品費などの事務経費
（３）補足事項
①付帯設備費など大阪国際交流センターの備品にかかる使用料金は、下記の付帯設備利用
料金表に準じます。また、大阪国際交流センターの備品以外を実行委員会が外部からレ
ンタルして用意する必要がある備品は、別途見積料金とさせていただきます。

＜別紙参考：大阪国際交流センター施設案内・料金表＞

http://www.ih-osaka.or.jp/i.house/100/post-19.html
　　 ②音響設備は２階・３階の会議室の音響設備は、２部屋つなげて使用する場合は使用できますが、１部屋のみの使用では音響設備は使用できません。

　　 ③インターネットの使用の可否は使用する会場により異なります。
④同一会場、同一時間帯で複数の団体が公募プログラムを実施した場合、共通で利用した付帯設備については、実施団体数で割った費用をご負担いただきます。
    ⑤付帯設備などの実施団体による持ち込みは無料で可能です。ただし、持ち込みのワイヤレスマイクは使用できません。

以上
	付帯設備料金表（会議室）（単位：円／日、税込）

	設備区分
	品名
	利用料

	音響
	音響装置
	ワイヤレスマイク1本込み
	6,300

	
	追加マイク
	ダイナミック
	1,575

	
	追加マイク
	ワイヤレス
	2,100

	
	各種プレーヤー
	Ctr・MD・CD・DAT
	3,150

	映像
	スライド映写機
	ハロゲン1kw
	7,350

	
	スライド映写機
	コダックS-AV
	6,300

	
	ビデオプロジェクター
	別途見積

	
	27インチビデオモニター
	5,250

	
	OHP
	650ｗ
	5,250

	
	レーザーポインター
	2,100

	
	手元灯
	525

	
	スクリーン
	自立式・1800×1800
	3,150

	同時通訳
設備
	同時通訳機器
	操作技師含む・8時間以内
	105,000

	
	同時通訳前日設営
	36,750

	
	仮設同時通訳ブース
	26,250

	
	レシーバー
	1台
	630

	
	リクエストマイク
	1台
	2,100

	
	同時通訳録音
	1言語
	3,150

	
	紛失レシーバー
	1台あたり
	実費

	人件費
	舞台・音響・照明・映写人件費
	1区分
	16,800

	
	舞台・音響・照明・映写人件費
	2区分
	18,900

	
	舞台・音響・照明・映写人件費
	3区分
	21,000

	
	時間外人件費（早朝・夜間）
	1時間あたり
	3,465

	
	映写立会人件費
	8,400～

	その他
	演台装花
	5,250～

	
	テーブルクロス
	525

	
	ホワイトボード
	315

	一般サービス
	コピーサービス
	10

	
	カラーコピーサービス
	50～

	
	ファックスサービス
	100+通信料

	
	ミネラルウォーターセット
	315

	
	湯茶セット
	20人分
	1,050

	
	展示パネル
	900×2100
	3,150

	
	表彰盆
	525

	
	CDラジカセ
	3,150


液晶プロジェクター一覧表

	（単位：円／日）

	用途
	品名
	解像度
	明るさ
	利用料

	大会場用
	EIKI LC-XT1
	XGA
	5000ANSI lm
	126,000～

	
	EIKI LC-X1100
	XGA
	3300ANSI lm
	63,000～

	小会場用
	SANYO LP-XU51
	XGA
	2000ANSI lm
	26,250

	周辺機器
	VHSビデオデッキ
	3,150

	
	DVDプレーヤー
	3,150

	
	セレクター・スキャンコンバーター等
	5,250～


· ANSI lm（アンシルーメン）・・・明るさの単位 

· XGA　SVGA・・・表示可能解像度 XGA(1024×768) SVGA(800×600） 

· ビデオプロジェクターにはVTR(VHS/SVHS)が付属しています。 

· パソコンプロジェクターには10mの接続ケーブルを付属しています。 

· ＶＴＲを追加レンタルすれば本体の入力切替でパソコン・ビデオの映写が可能になります。 

ワン・ワールド・フェスティバル実行委員会事務局行 E-mail:onefes@interpeople.or.jp / FAX 06-4395-1125

（必要事項をご記入ください。また、選択肢のあるものは該当するものに○印をご記入ください）
2010年度「ワン・ワールド・フェスティバル」プログラム提案
20　年　　月　　日
	プログラム名（日・英）
	

	テーマ
	1.環境  2.国際理解教育  3.異文化理解  4.保健医療・緊急援助・食糧・飢餓  5.人権・平和・難民・多文化共生、6.人材育成、7.農村開発、農業・漁業・技術支援、8.教育  9.その他
（具体的に　　　　　　　　　　　                　　　　　）

	プログラムの目的
	

	継続プログラムは、前回からの改善点と改善方法
	

	類似プログラムとの違い、特徴、アピール点
	

	プログラムの概要
	

	到達点

（具体的な目標・予想される成果）
	

	到達点の評価方法
	

	プログラム紹介文

（100字）
	

	プログラムの形態
	1.写真展・展示 2.体験  3.シンポジウム 4.パネルディスカッション、5.ワークショップ  6.講演会・トーク  7.その他
（具体的に　　　　　                                   　　）

	対象者

（主な対象者に◎、

参加可能な対象者に○）
	1.小学生  2.中学生  3.高校生  4.大学生
5.大人　 6.シニア　 

7.その他（具体的に　　　　　　  　）
	定員　   　　人

	会場
	1.会議室（20人～36人）、2.会議室（40人～60人）、

3.会議室（100人）、4.小ホール（150人）、5.大ホール（1000人）

6.通路（2階または、3階）、7.ギャラリー、8.ステージ、

9.1階アトリウム、10.屋外、11.その他（　　　　　　　　　　）

	日程
	（　　　）　２月５日（土）（　　　）　２月６日（日）

	時間帯

※準備・片付けの時間も含みます。
	１．２時間枠　①10時～12時　②12時～14時または13時～15時　
③15時～17時（５日）、14時～16時（６日）

２．１時間枠　（希望の時間帯　　　　　　　　　　　　　　　　）
３．全日　　　（希望日　　　　2/5（土）　　　　2/6（日） ）
４．その他　　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	参加費（徴収する場合）
	

	使用予定の

付帯設備、備品

（持ち込みかレンタルかも記載してください）
	

	当日ボランティアの必要人数と活動内容
	＜活動内容＞

記載例.　来場者の受付、会場整理、記録など

＜必要人数＞　　　人　

※実施団体の関係者・ボランティアで運営する場合は必要なしとご記入ください

	※すべての項目の

注意事項
	※必ずしもご希望に沿えない場合もあります。

	事務局への質問
	

	団体名・担当者名
／連絡先
	団体名・担当者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
TEL　　　　　　　　　　　　　FAX

E-mail

※FAXまたはE-mailのご連絡先は必ずご記入ください。


※個人情報の取り扱いについて
プログラム企画提案にあたってご連絡いただいた住所、氏名、連絡先などの個人情報は、本事業の企画に関する事務連絡に使用し、他の目的には一切使用いたしません。

	プログラム実施の流れ、提出物スケジュール

	予定
	すること
	提出物

	11月
	説明会参加
	（実行委員）プログラム企画案の提出

	　
	プログラム企画案の提案
	（実行委員）プログラム予算案の提出

	　
	　
	　

	12/1 (水)
	　
	（公募）プログラム企画案の提出

	　
	　
	　

	12月1週目
	ワーキンググループでの検討
	　

	
	公募プログラムの選考
	　

	　
	時間割・会場割の調整
	　

	　
	[image: image1.png]　
	　

	12/1１(土）
	全体チラシ掲載内容の確認
	　

	　
	　
	　

	1/14(金）
	ボランティアの割り振り
	ボランティア必要人数
（企画書に記載の内容）

	　
	　
	

	1/14(金）
	進行表の作成
	【提出資料A】.プログラム進行表

	　
	会場レイアウトと備品の調整
	使用する備品一覧（企画書に記載の内容）

	　
	講師とスタッフの集約
	【提出資料B】.講師スタッフリスト

	　
	　
	　

	　
	講師依頼
	（講師依頼状を共有）

	　
	　
	事務局から送付が必要な場合、要連絡

	　
	当日パンフ記載内容の確認
	当日パンフプログラム紹介文

	　
	　
	（企画書に記載の紹介文+α）

	　
	　
	　

	～1/14（金）
	各プログラムチラシの作成
	【提出資料C】各プログラムチラシ

	　
	　
	　

	1/22(土)～
	会場の下見（必要な団体のみ）
	※下見をする場合は要事前連絡！

	1/30(日)
	　
	　

	　
	プログラム担当者とフェスティバル当日運営の調整
	　

	　
	プログラム備品・看板類の準備
	　

	　
	当日運営の最終確認
	　

	　
	　
	　

	1/31(月)～
	当日資料の事前共有
	当日使用する資料を事務局へ提出

	2/3(木)
	　
	　

	　
	　
	　

	2/5(土)、6(日)
	フェスティバル当日
	※当日ミーティングの実施

	　
	　
	

	　
	終了後
	ホームページ、ブログでの報告

	　
	　
	　

	　
	（公募）プログラム参加費請求
	（公募）請求書をもとに支払い

	　
	　
	　

	2/26(土)
	実施後の報告と振り返り
	プログラム実施記録写真、プログラム報告、配布資料・アンケート結果

	　
	　
	公募プログラムアンケート
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